







































































































アミ（約19万3,600人） ３ ２ ２ ３ ２ ４ ３
タイヤル（約８万5,600人） ３ ２ ２ ４ ３ ４ ３
パイワン（約９万6,000人） ３ ２ ３ ４ ３ ４ ３
ブヌン（約５万4,000人） ３ ２ ２ ３ ４ ３ ３
ルカイ（約１万2,800人） ２ ２ ２ ４ ３ ４ ３
プユマ（約１万2,800人） ２ １ １ ２ １ ４ ２
サイシャット（約6,200人） ２ １ １ ２ １ ３ ２
ヤミ（タウ）（約4,300人） ２ ２ ２ ４ ２ ４ ３
サオ（約700人） ３ １ １ ２ １ ３ ２
クヴァラン（約1,260人） ３ １ １ ３ ２ ４ ２
タロコ（約２万9,600人） ３ ２ ２ ５ ２ ４ ３
サキザヤ（約660人） ２ ２ ２ ４ ２ ４ ３
セデック（約9,000人） ３ ２ ２ ３ ３ ４ ３
ツォウ（約6,830人） ３ ２ ２ ４ ３ ４ ３
サアロア（約500人） ２ １ １ １ １ ３ １
カナカナブ（約400人） １ １ １ ２ ２ ３ ２
総　合 ３ ２ ２ ４ ２ ４ ３
出典：世新大学［2016：164］を基に一部を追加・編集して作成。※数値は、言語の消滅危機度合に関するユ






























とても得意 得　意 普　通 不得意 とても不得意
リ ス ニ ン グ 17.06％ 18.18％ 22.42％ 19.31％ 23.03％
スピーキング 15.22％ 17.48％ 18.15％ 21.24％ 27.92％
リーディング 1.78％ 2.56％ 8.82％ 20.77％ 66.06％










































































































































































































































































































































































































































































































































































3  この表は、ユネスコが2003年に発表した「言語の活力と危機」（Language Vitality and 
Endangerment）に関する基準に鑑みながら、①言語継承、②日常生活での言語使用、
③言語使用領域、④言語能力の四領域に関して評価を行ったものである。なお、ユネス
コの評価基準の詳細については、木部／山田［2011］でも参照することが出来る。
4 台湾の高等学校や大学には、軍事訓練や学生生活の安全そして生活指導などを担当する
「軍訓教官」（いわゆる「教官」）が存在する。
5 台湾では、小・中・高・大学を問わず、夏期（８月～９月）スタートの二学期制が採用
されている。
6 ブヌンの生徒の他に、若干ではあるが隣接するツォウの生徒も通っている。
7 現在母語教育を担っている母語教師らへのインタビューによれば、母語教育開始当初は
試験・研修制度も未整備であったために、母語認証テスト合格証や研修証書がないま
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ま、牧師・長老などのキリスト教会関係者や原住民籍の教員が教壇に立つことも珍しく
なかったという。しかし、これらの制度が充実しつつある現在では、母語認証テスト／
母語能力測定テストの合格者で上記の研修を（より多く）受講している者、何らかの母
語教育経験をもつ者が、正式な母語教師として採用されるようになっている。
8 別の配慮として、学校側と相談し、児童・生徒が母語学習に関心もつように、採点を
85点～ 95点前後にするという方針についても、複数の母語教師から聴くことができた。
9 母語教師ではないが、漢族出身でP小学校・校長であるGもまた、マジョリティの言語
である「国語」ではなく、原住民自身の言語・概念で世界を認識し思考することこそが、
「自文化の素晴らしさへの気付き」に繋がるのだと強調した。
10 信義郷Ｔ中学校ならびに延平郷Ｐ中学校の母語教師（ＣおよびＢ）に協力を依頼し、
2017年9月上旬にアンケートの配布・回収を行った。回収率88.3％（53名／ 60通）。Ｔ
中学校からは１年生23名、Ｐ中学校からは２年生17名、３年生13名からの回答を得た。
なお、Ｐ中学校の生徒のうち、２年生１名、３年生１名は「ヤミ語（タウ語）」（雅美語
／達悟語）を「母語」とするが、データ集計上は他のブヌン生徒と同等に扱った。
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